
夢に向かって羽ばたけ

このコーナーでは、未来の夢に向かって頑張る市内の小・中学生・高校生を紹介します
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人口の動き

■総人口　30,398人（-59人）

■男　性　14,367人（-24人）

■女　性　16,031人（-35人）

■世帯数　13,915戸（-26戸）

■平戸地区   17,542人  （-33人）
　 北部地区　  10,356人　（- 19人）         
　  中部地区　    3,426人　（-  ９人）
　  南部地区　    3,760人　（-  ５人）

■生月地区     5,183人 （-14人）
■田平地区　 6,674人 （-14人）
■大島地区　     999人 （+ ２人）
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岡田  堅士郎 さん

田平北小学校

田平町

おかだ　　     けんしろう

３年

　２人の妹がいる
３人兄妹の長男。
４歳から水泳を、
昨年からバスケッ
トボールを習って
いるスポーツマン。

『地域の伝統を受け継いで』

　荻田浮立には鉦だけでなく、太鼓や笛、棒術などがあります。
私が小学生のころには、兄ちゃんたちがする棒術が特に迫力が
あり、かっこよく、憧れでした。
　この地域の伝統を堅士郎たち若い世代に受け継いでいってほ
しいと思います。
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平戸産の「うちわえび」を全国へ
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　10月15日から志々伎漁協で「平戸うちわえ
び」の発送が始まりました。例年、県内の郵便
局では地場産業振興に貢献することを目的に、
志々伎漁協とタイアップし、うちわえびの注
文を受け付けています。今年は、12月11日
（金）まで注文を受け付け、順次発送する予定
です。
　20日は、約50箱を発送。早朝から漁協職
員が新鮮なうちわえびを丁寧に箱詰めし、郵
便局員が配達車に積み込み、全員で見送りま
した。
　志々伎漁協の後藤正喜組合長は、「例年以上
にしけが多く、出漁日が減っているが、漁獲
量はそれなりに獲れるのではないかと思って
いる。これまで販路拡大と漁師の所得向上に
力を入れており、今後もうちわえびを知らな
い人においしさを広め、多くの人に喜んでも
らいたい」と話しました。

（　）は、前月との比較


